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1.ワ タ フキ カ イ ガ ラム シ を捕 食 す るア カ イ ロ テ ン トウ

アカ イロテ ン トウRoゴoJ毎co"010γLEWIsは,本 州,四 国,

九州,琉 球な どの各地に広 く分布す る テ ン トウムシで あるが,

そ の獲 物と しては,オ オ ワラジカイガラムシ(佐 々木,1904),

クワシ ロカ イガラムシ(ISHII,1953)の2種 が 報告 され ている

だ けである。筆者は,1967年6月4日,伊 豆 諸島の式根 島にお

い て,本 種(成 虫)が,ト ベ ラに発生 した ワタフキ カイガラムシ

π〃:照 ρz〃6加s∫MASK肌Lを 捕食 してい る例を観察す ること

ができたので,こ こに,簡 単に記録 してお く。 なお,式 根島に

は,ワ タフキカ イガ ラムシの発生がみ られ るのに,そ の発生量

はあま り多 くな く,樹 木の被害 も軽微の ように 見受け られ た。

これは,ア カ イロテ ン トウの他にベダ リア テ ン ト ウIRo401毎

6αγ4加α傭(MULSANT)も よく見かけ られたので,こ れ ら捕食

性 天敵に よる制圧を受けてい るための ように思われ る。

2.ル リハ ム シ幼 虫 を 食 う カ メ ノ コ テ ン トウ

カ メノコテ ン トウ ん010cα7毎 初〃α∂読5MoTscHuLsKY

は,北 海道,本 州,四 国,九 州,シ ベ リア,支 那大陸な どに広

く分布す る大型のテ ン トウムシで,ハ ムシ,ワ タムシ,キ ジラ

ミ,ア ブラムシな ど,か な り広い範囲にわた る獲物を捕食す る

ことが知 られてい る。 しか し,最 も普通 の獲物 は,ハ ムシ亜 科
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第1図 ワ タ フキ カ イガ ラ ムシ を 捕

食 中 の ア カ イ ロ テ ン トウ。

に属す る甲虫,特 に クル ミハ ムシの卵,幼 虫 であるよ うに思わ

れ る。筆 者は,1959年7月17日,神 奈川県 丹沢 の塔 ケ岳にて,

本 種の成 虫が,ヤ マハ ンノキに発生 した ル リハムシLinaeidea 

aenea aenea (LENNE)の 幼虫を捕食 してい る例 を観察 した。

本種がル リハムシ を食 うことにつ いては,既 に村山(1935)に よ

って報 じられ てい るが,こ のよ うな例は比較的稀 であ るように

思われ るので,こ こに1例 と して記 録 してお く。

3. イ タ ド リハ ム シ幼 虫 を 捕 食 す る ナ ミテ ン トウ

ナ ミテ ン トウHarmonia axyridis PALLASは 全国に極 く普

通のテ ン トウムシで,そ の獲物 は成虫,幼 虫 とも,ほ とん ど常

に アブラムシ類である。 しか し,稀 には他の昆虫を捕食す るこ

ともある らしく,筆 者 は,か つてヤナギハ ムシを捕食 した例 を

報 告した ことがある(こ の時の例は,す べて運動性 の乏 しい蛹

に限 られ,幼 虫を食 う例 は観察で きなかった)。 そ の後(1962年

7月17日),筆 者は,佐 渡金北山の中腹 にて,オ オイ タドリに

大発生 した イタ ドリハ ムシGalerucida bifasciata MOTSCHUL-

SKYの 初令幼虫を捕食中の ナ ミテン トウ(成 虫)を 観察す る機

会を得たので,こ こに簡単に記録 してお く。 テ ン トウはハムシ

幼虫の後背部か ら くらいつ き,こ れ を完全 にたおす ので,そ の

捕食効果はかな り高い ように 見受 け ら れ た。 前報(大 野,19

55)の 例 とあわせ考 えてみると,ナ ミテ ン トウには,ア ブラム

シの他に,ハ ムシ 類 の幼虫 や蛹な どを食 う習性がある といえそ

うで ある。
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